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知識科学へのアプローチ
「知識プロセス分析

第11回知識科学シンポジウム 2008/10/19 

「知識プロセス分析」

“Seamless Knowledge Science”
個人、グループ、組織、社会のあらゆるドメインに

知的活動あり

杉山公造

知識科学研究科の知識プロセスを見てみよう

知識科学棟
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異分野融合の場

コラボレ ションスペ スデ シプリン デ プ

グランドデザイン
知識創造の場としての「知識創造ビルディングス」

問
題
解
決
の

コラボレーションスペース

知識科学教育研究センター（エンジン）

人社系
情報系
ラボ

情報系
自然系
ラボ

ディシプリン
オリエンテッド

ディシプリン
オリエンテッド

問題提起
知識収集
仮説生成
モデリング
シミュレーション

知識創造スパイラル

の
場

知識科学教育研究 タ （ ジ ）

I棟 II棟 III棟中間棟中間棟

問題解決の場?
認知的空間 社会的空間

知識創造
コラボ

インフラの構想

文理融合の場

問題解決の場

連携交流の場

知識創造エア
知識創造

フュージョン
知識創造
アーク

知識創造
エンジン

?

物理的空間

知識創造ライブラリー/スタジオ/
リビング/レクチャー/フィールド

知識創造スパイラル

情報的空間
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あわてないで環境を整え、醸成を待つモデル

異分野融合の３段階モデル

成果 融合成果成果

SS IS

NS

SS IS

NS

SS IS

NS

now here

１．優秀な研究者が異なる
領域から物理的に同じ場所
に集まり、相互理解、暗黙知
の交換が始まる

２．他分野の影響を受けた
成果が個々の分野の成果
として生み出される

３．新領域が明確に意識され
多くの方向に融合された成果
が雪だるま式に生み出されて
ゆく

2000 成果

実際には求心的発散傾向が見られる

SS
IS NS

IS
NS SS

IS

SS IS

NS

NS

IS
NS SS

IS
NS SS

SS
IS NS

SS
IS NS

NS
SS IS

?

SS IS NS
SS IS

? は何か？

広がることによりコアが顕れてくる
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オントロジー
考究環境

モーション
キャプチャ装置

３次元デザイン
環境

デザインの
科学

演繹 発想

オントロジー
工学
池田池田 満満

永井永井 由佳里由佳里

個人の知・集団の知

創造・洗練・継承
のの

研究対象

アウェアリウム

クラスタ計算機

近赤外光
脳計測装置大画面共同

作業環境

データマイ
ニング 身体知の科学

帰納

藤藤 進進 杉杉 造造 藤波藤波 努努由 薗由 薗 隆也隆也

集団知の科学発想の科学

研究設備研究設備

・オントロジー工学基礎技
術

・オントロジー工学のKM
への応用，

・教育・医療サービス・情
報家電の分野でのオン
トロジー工学の応用研
究

・デザインにおける創造

的なプロセス，特に，概
念創出プロセスの分析
と理論化

・ユーザ視点からのデザ

イン創造の方法論の確
立，および支援技術の
開発

國藤國藤 進進 杉山杉山 公造公造Ho Ho BaoBao TuTu 藤波藤波 努努由井薗由井薗 隆也隆也

・機械学習の理論と応

用に関する先駆的研
究

・たんぱく質の相互作

用のデータマイニン
グによる分析手法

・セキュリティ保全性の

高いデータマイニン
グ技術

・ NM法・KJ法等を基礎

にした発想支援シス
テムの開発

・組織知活用支援シス
テムの開発

・アウェアネス支援シス
テムの開発（例：認知
症患者の支援）

・創造性の基礎理論の
構築

・知識科学研究の体系
化

・様々な新しい創発メ
ディアの開発・実証

・知識の可視化技術，

特に，グラフ描画ア
ルゴリズムの開発・
応用に関する研究

・大画面を共有した発

想支援システムの開
発・評価

・グループ知識創造活
動の分析・理論化

・グループ作業支援の

ための先端インタ
フェース技術の開発・
応用

・身体知解明の基礎技
術の開発と理論化

・技能（伝統技能など）

の分析とそれに基づ
く習得支援システム
の開発

・認知高齢者の介護支
援システムの開発

・

演繹
帰納・発想

計算機と社会 人間・組織・社会

Mt. IS Mt. KS

‘情報’の制御・

記号論理学
統計的接近

情報科学と知識科学

‘知識’の創造
知の営み

概念合成
言語進化

？

認知科学
言語論

デザイン論

情報 の制御・
計算・通信

シフト
創造学
知識学

統計学

スポーツ
科学
身体知

物理科学

生物科学 工学
経済学

基幹科学？総合科学？個別科学？

基幹科学
発想法
発想支援

知識創造支援
国策としてのうごきあり

お手本あり
「キベルネティカ」(ソ連)

「サイバネティックス研究所」(伊)
国策としての動きいまだなし、お手本なし

統計学
(北川)

(野中)

生物科学 工学

人文科学
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‘情報科学’を科学の発展モデルとして見る

情報科学の発展条件
1 サブドメインが複数十分に発

知識科学の現在の段階
1 サブドメインの発展が不十分（粒1. サブドメインが複数十分に発

展していた（粒が大きい）
物理科学、生物科学、工学、経済学、

人文科学

2. 先駆的・横断的業績が誕生し
ていた
情報の制御・計算・通信のための科学

サイバネティックス

3. 決定的な原動力が存在した

1. サブドメインの発展が不十分（粒
が小さい）
ナレッジマネジメント、クリエイティビティ、身

体知などがコア

2. 先駆的・横断的業績がいまだ誕生
せず
技術・経済指向から人間・社会指向にパラダ

イムシフト

野中理論はサブドメイン

3 決定的な原動力が未だ存在せずコンピュータ技術

4. 社会的連携のための条件が
整っていた
夢の共有、国際競争（生き残りの圧力）

3. 決定的な原動力が未だ存在せず
知識基盤社会技術の青写真いまだ無し

4. 社会的連携のための条件が整っ
ていない
学問・研究機関・産学官・地域のための知の

コーディネーションが必要

SS
IS NS

IS
NS SS

?

Mt. KS
発
散
が

NS
SS IS

IS
NS SS

IS
NS SS

SS
IS NS

SS
IS NS

NS
SS IS

NS
SS IS

?
SS

IS NS

NS
SS IS

IS
NS SS IS

NS SS

IS
NS SS

SS
IS NS

SS
IS NS

NS
SS IS

NS
SS IS

が
押
し
上
げ
て
い
る

粒（サブドメイン）を大きく
「サイバネティックス」 を明確に?
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知識科学の基盤研究

?
知識科学の

「サイバネティックス」
を求めること

?

「サイバネティックス」の特徴
（キーワード）は？

２つのキーワードはドメイン

「知識プロセス」
「メタサイエンス」

２つのキ ワ ドはドメイン
にニュートラル ⇒発散
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「知識プロセス分析」
Knowledge Process Analysis

Sugiyama and Meyer: 
Knowledge process analysis: Framework and experience,
J Systems Science and Systems Engineering Springer

Knowledge Process Analysis

J. Systems Science and Systems Engineering, Springer,
vol.17, no.1, pp.86-109, 2008.

知識空間のモデルとダイナミックス

メタ
知識

メタ
知識

知識
知識

情報
情報

高
次
化

非形式的
知識

意識的
形式的
知識

無意識的

意
識
化

意
識
的

無
意

形
式
知

暗
黙

コ
ー
ド
化
（
認
識
論

知識のカテゴリ (Meyer & Sugiyama 2007)

データ
データ

主観的領域
客観的領域

コード化

形式的
知識

コード化

高い低い

意
識
的

　出来ない

黙
知

個人 グループ 組織 組織間

論
的
次
元
）

知識レベル（存在論的次元）

K
n

M
eta 

know
ledge

K

Viewpoint, 
Intention, 
Hypothesis,
Model,
Framework,
Top-downA

 prior

Interactions

認
識

認識論的
スパイラル

知識階層　(Zins 2006) 知識の次元 (野中・竹内　1996)

now
ledge order

Codifiability

Con
sci

ou
sness

K
now

ledge
Inform

ation
D

ata

Unco
nsc

iou
s

Con
sci

ous

Low High

Unconscious
Internalization/
externalization

Connection

Deepening

H
igher

ordering

Reflection,
Specification,
Induction,
Abduction,
Bottom-up

Insight
cycle

Conscious
internalization/
externalization

None

ri

Insight
cycle

識
論
的
3
次
元
空
間

存在論的次元

存在論的スパイラル

知識ピラミッド 知識スパイラル
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3階層

知識プロセスの
メタピラミッド構造

2階層
メタピラミッド

3階層
メタピラミッド

基本
ピラミッド
（1階層）

‥‥
‥‥ ‥‥

‥‥

知識
プロセス
分析

知識プロセス分析の構造

プリミティブ
作業
ガイド

(2)開発

分析
ツール

知識創造
統合モデル

(5)改良

(6)実装

(7)
迅速な
レビュー

(9)開発

分析
リフレクション他
による検証

プリミティブ
抽出合成

‥‥ ‥‥

‥‥

自身の
プロセス

比較

自身のプロジェクト

他の
プロセス

‥‥

他の（分野における）プロジェクト既存の知識創造理論

(1)抽出
(3)適用・改良
(試行錯誤)

(4)適用

将来の
研究
教育

(8)改良

自身の
プロセス

他の
プロセス
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END


